
 

 

岡山県教職員健康診断審査規則 

 

（目的） 

第１条 この規則は、教職員の健康管理の適正を期するため、教職員の健康状態の診断及び審査に関 

し必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

１ 教職員 岡山県教育委員会（以下「県教育委員会」という。）の任命に係る県教育委員会事務局、 

教育機関及び公立学校の職員をいう。 

２ 所属長 県教育委員会事務局、教育機関及び県立学校にあってはそれぞれ課長（室長を含む。）、 

所長、教育機関の長及び学校長をいい、市町村立学校にあっては当該学校を所管する教育委員会を 

いう。 

３ 休職者 地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号)第２８条第２項第１号の規定により心身の 

故障のため休職を命ぜられた教職員をいう。 

 

（審査委員会） 

第３条 教職員の採用、休職、復職、免職その他に際して、当該教職員の健康状態の診断及び審査を 

行うため、岡山県教職員健康診断審査委員会（以下「審査委員会」という。）を置く。 

２ 審査委員会の組織、審査事項その他については、県教育委員会教育長が別に定める。 

 

（診断書の提出） 

第４条 教職員が負傷又は疾病のため、長期にわたり休養を必要とするときは、休職診断書（様式第 

１号(結核性疾患による場合は、様式第２号））その他県教育委員会が必要と認める書類を所属長

を 経て県教育委員会に提出しなければならない。 

 

（判定） 

第５条 審査委員会は、前条に規定する書類に基づいて、別表に定める生活規正の面及び医療の面の 

区分を組み合わせて、指導区分を判定する。 

 

（決定） 

第６条 県教育委員会は、前条に規定する審査委員会の判定に基づき、関係教職員の休職その他の事 

後措置を決定する。 

 

（事後措置） 

第７条 所属長は、前条に規定する県教育委員会の決定に基づき、関係教職員に治療の指示その他必 

要な措置を講じなければならない。 

２ 所属長は、休職等の措置が必要であると決定された教職員に対しては、直ちに、休暇、休職等に 

必要な手続をとらなければならない。 

 

（休職者の義務） 

第８条 休職者は、医師の指示により、療養に専念しなければならない。 

２ 結核性疾患による休職者は、休職を命ぜられた日から起算して３箇月目を第１回として、３箇月 

ごとに療養経過報告書（様式第３号）を所属長を経て県教育委員会に提出しなければならない。 

 

（休職期間の更新） 

第９条 休職期間の更新については、第４条から第７条までの規定を準用する。 



 

 

（復職の取扱い） 

第１０条 休職者は、復職しようとするときは、復職願（様式第４号）、復職診断書（様式第５号（結 

核性疾患による場合は、様式第６号））その他県教育委員会が必要と認める書類を所属長を経て県 

教育委員会に提出しなければならない。 

２ 審査委員会は、前項の書類に基づき、復職の可否を判定する。 

３ 県教育委員会は、前項の判定に基づき、復職を決定する。 

 

（秘密の保持） 

第１１条 教職員の健康状態の診断及び審査の業務に従事した者は、その職務上知り得た秘密を他に 

漏らしてはならない。 

 

（その他） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、教職員の健康状態の診断及び審査に関し必要な事項は、別 

に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成６年１１月１日から施行する。 

 （岡山県教育職員健康管理規則の廃止） 

２ 岡山県教育職員健康管理規則（昭和３９年岡山県教育委員会規則第１６号）は、廃止する。 

（経過措置） 

３ この規則の施行前にこの規則による廃止前の岡山県教育職員健康管理規則の規定により行われた 

審査委員会の判定、県教育委員会の決定その他の行為については、この規則の規定によってなされ 

たものとみなす。 

 

附 則（平成１０年教委規則第３号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１０年４月１日から施行する。 

附 則（平成１５年教委規則第８号） 

 この規則は、平成１５年４月１日から施行する。 

附 則（平成２０年教委規則第８号） 

 この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則（平成２２年教委規則第９号） 

 この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（平成２３年教委規則第８号） 

 この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（平成２５年教委規則第１０号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２５年６月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前の岡山県教職員健康診断審査規則に定める様式による用紙は、当分の間、 

所要の調整をして使用することができる。 

（施行期日） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前の岡山県教職員健康診断審査規則に定める様式による用紙は、当分の間、 

所要の調整をして使用することができる。 

 



 

 

 

別表（第５条関係） 

 区分 内容   指導指標 

 

生 

活

規

正

の

面 

Ａ（要休業） 勤務を休む必要のあるもの 休暇又は休職等の方法で療養のため必要な期間 

勤務させないこと。 

Ｂ（要軽業） 勤務に制限を加える必要のある 

もの 

勤務場所若しくは職務の変更又は休暇による勤 

務時間の短縮等の方法で勤務を軽減し、かつ、 

深夜勤務、時間外勤務、休日勤務、宿日直勤務 

及び出張をさせないこと。 

Ｃ（要注意） 勤務をほぼ平常に行ってよいも 

の 

時間外勤務、休日勤務及び宿日直勤務させない 

か又はこれらの勤務を制限すること。 

Ｄ（健康） 平常の勤務でよいもの 勤務に制限を加えないこと。 

 

医

療

の

面 

１（要医療） 医師による直接の医療行為を必 

要とするもの 

必要な医療を受けるよう指示すること。 

 

２（要観察） 定期的に医師の観察指導を必要 

とするもの 

必要な検査、予防接種等を受けるよう指示する 

こと。 

３（健康） 医師による直接又は間接の医療 

行為を必要としないもの 

医療又は検査等の措置を必要としないこと。 

 

 

 

 

 

 


